特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　12年　１月１２日　３９０号
七草摘み　晴天で温かい日ざしの中、楽しく過ごしました。参加者は42名の皆さんでした。会場近くの七草は、年々採取が難しくなってきています。そこで事前に摘み取って準備をしています。
例年の場所でも大変少なくってなっているので、普賢寺地域にまで足を延ばさなければなりませんでした。当日摘み取ったものは翌日に家族の皆さんと粥を楽しんでいただくためにお持ち帰りようにしていただいています。この日は寒さも厳しくなく快適でした。
案内をしておいたマスコミは一部の新聞社とNHKテレビ記者が取材にこられました。ＮＨＫ京都では6時の番組で子どもたちを中心に京都府域に放映されました。引き続いて9時からのNHKテレビ「ニュースウォッチ」で全国放送として京田辺のNPOのやましろ里山の会が七草を摘み、粥を楽しんだと紹介してくれました。　

東北の地震と津波被害、加えて福島原発事故、日本の政治と経済、どこを見ても暗いニュースばかりの世の中で、少し心を和ましてくれるホットな報道として扱ってくれました。私たちの取組みがこうした世の中で明るい話題を提供できたこと、大変嬉しく、皆さんを激励できたのではないでしょうか。
テレビをごらんになった皆さんの感想を送ってください。又楽しい取組みも沢山計画していますので、気軽に御参加くださいね。七草粥は手作りの竹椀と竹箸70人分を製作して、青竹の食器として使っていただき、お土産にお持ち帰りいただきました。
京都木津川マラソンの取組み　　整備協力金負担利用申込は、昨年より60台（11日現在）少ない状況です。当日は予約をしない車がわんさか押しかけてくることが最悪の場合予想されます。大混乱とならないよう選手輸送担当では、しっかり打合せをしてスムースな対応が出来るよう検討しています。東駐車場は、投げ込まれたゴミが散らばっていますが、草刈は出来上がりました。南駐車場は、完全に整備完了。本部会場も、除草整備が完了しています。29回大会の参加者5966人の過去最大規模に躍進（フル2808人　ハーフ2299人5km354人　3km263人と242人）。総ての部署で過去最大の対応をお願いしています。午前7時から6000人の受付をするのは3人一組で20組60人体制を編成しなければなりません。もう15人不足しています。応援にきてください。
第2回目の実行委員会は18日に開催（社会福祉センター午後7時半）で、この日には一応完成させなくてはなりません。連絡を待っています。出場申込者全員に100円の蟻円金負担をお願いしました。スタッフや要員の皆さんにも是非ご寄付をお願いします。
この義援金は、2月11日に開催されます福島県いわき市「いわきサンシャインマラソン大会」の開会式場でお渡しします。大会が無事に終るにはウオーミングアップを欠かすことは出来ません、準備体操は山西哲郎教授に代わって佐田富美枝さんにお願いすることになりました。　
里山の会は、選手輸送係り、手原川でのエイド係り、本部会場の焚き火係り、あめ湯係り、42kmのコース整備係り、駐車場係りなど6部署を受け持って要員60人規模になっています。毎年協力くださる吉村尊成氏は、焚き火だけではもったいないので焼き芋をしてサービスをしましょうかといった申し入れを戴きました。よろしくお願いします。ヤサカタクシーとの連携は山本・黒光氏が担当いただいています。　　協力の申し入れがあります　焚き火用の薪の提供。田家さんからコースの安全対策でゴムシート(5mmの厚さで1m×２ｍ)の提供、松美建設さんはコースの整備を担当するとの申し入れがありました。　
京都府ＮＰＯセンター主催のＮＰＯ法と税政の改正についての説明会が11日山城振興局で開催されました。深田三郎理事長が出席してNPO法の改正や税政について理解を深めることができました。認定団体には寄付者への還元率が変更されるようです。
会員231名に到達　250人にあと19名となり手の届くところまで躍進しました。少し頑張れば悲願の峰に手が届きます。ご協力下さい
4つに手分けをして、一挙に諸行動を前進10日。A　コースの下見と打合せ(大村幸正　森島保さんと松美建設)。　B　黒豆の受取りに（福知山市）まで往復（播川司　深田三郎　芳川禮子）。　C　里山展のリハーサル(山村　山田)。　D　ヤサカタクシーとの打合せ(山本雅晃　黒光輝政)。　これだけの分担をして作業が随分進展しました。
里山展の展示内容　里山の会スローガン　11年度活動方針　里山曼荼羅　防賀川ワークショップ　植樹申請書　数年間の活動参加者数表　国蝶オオムラサキの生育調査表　木津川植物生育表　京都府の絶滅の恐れのある生物の保全管理団体の指定（カスミサンショウウオ　レンリソウ　フナバラソウ）　植物部会は　木津川の希少植物　普賢寺の自然　花ごよみ　草花たち　目録ノート　資料原本セット　里山農園は　大根つくり　蔬菜栽培　通路整備　猪防護柵　放棄地復旧作業中　　農林部会　放棄田復旧　稲刈り　ミカン農家ボランティア　炭焼き体験　環境部会は　水質調査　　器具や活動紹介　水質簡易テスト　木津川部会　魚とり　防災活動　天然記念物イタセンパラの最後の生育地　パソコン部会は　会誌発行31号　パソコン教室　ホームページ更新　週刊ニュース発行　講演会活動　講演会開催記録表　絵画クラブは　作品の展示6点。こぞって御来館をお待ちしています。　展示作業のお手伝い募集　17日(火)10時より、12時には観賞開始。受付けと案内係りを募集22日までの午前(10時～12時と午後(12時～15時　15時～17時)　事務所へ連絡下さい　　　　

2011年の会費集め　年末に完納。初めて年内に全会員が力を一致させることに成功しました。一段階階段を登りました。
炭焼き体験　初日は原木の切り出し作業です。14日 10時 普賢寺小学校前集合　一窯分の切り出しを行います。御参加大歓迎です。
近畿子どもの水辺交流会　第3回実行委員会開催(11日)大阪天満橋　山村常務理事出席　26団体255名の出席　総勢385名の規模

尾根筋ハイキングコース　コース明示テープ60箇所取付　田中ファミリー　9日に実施、藪の中の急傾斜地45mの通路整備の基礎資料を測定も実測いただきました。子どもたち（全員小学生3人)が大きな手伝いをしてくれました。有難うお疲れ様でした。
木津川沿川活動団体交流会　京田辺市中央公民館　21日(土)　午後1時　　講師　○角哲也　京都大学防災研究所　水環境研究センター教授　　○小川力也　淀川水系イタセンパラ研究会会長　　ご参加をお待ちしています
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

